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目標
２年次では森林の測定の応用について実習を交えて学習します。また、２学期から森林の機能についての評価を学習
します。また、さまざまな評価方法を学習することにより、森林の現状を知るための技術を習得します。

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

農林業の総合的利用の改革に関する
基本的、体系的な知識・技能を身につ
け、森林の多様な機能、森林の測定方
法及び機能の評価について理解して
いる。

森林経営の計画について多面的に考
察し、森林の評価を科学的に判断する
とともに、森林を持続的に経営する創
造的、実践的な態度を身につけてい
る。

森林経営の計画に関心を持ち、森林
を総合的に判断するとともに、森林を
持続的に経営しようとする創造的、実
践的に自ら学び、林業の振興や社会
貢献に主体的かつ協働的に取り組む
態度を養う。

なし

教科 科目農業 単位数 学年 F森林経営 単位 コース

使用教科書 森林経営　実教出版 使用副教材等

学習内容
学習のねらい

〇授業オリエンテーション
・授業の進め方や実習に関する諸注意、評価の
仕方などを学ぶ

第３章　森林の測定と評価

第１　森林の大きさの調査
１、樹木の直径の測定
・樹木の直径の測定について理解する

２、樹高の測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
樹高の測定について理解する

・定期試験
・小テスト
・実習状況の観察
（実習内での自身の役割を把握し、的
確に判断できているか）

・授業態度の観察
（主体的・協働的に取り組めているか、
ノートへの記入はしっかりできている
か）

担当者からの
メッセージ

・座学と実習とのつながりを意識して授業に取り組んでください。
・山の中での実践的な実習の時間もあります。服装や身だしなみを正しく整えて安全に授業に臨むようにしてください。

観点別評価規準
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評価方法

・定期試験
・小テスト
・実習状況の観察
（実習内容を理解し、行動することがで
きているか）

・材積の測定ついて理解している（知）（思）
・各種の材積計算方法の特徴を理解している。（知）
・各種の材積計算方法で材積を求めることができる（知）（思）
・実際の立木、丸太を周囲と協力して求めることができる。（知）（思）
・材積測定について、周囲と協力し、最後まで粘り強く実習に取り組むことがで
きる（態）

・毎木調査の目的を理解している（知）
・毎木調査な測定方法があることを知り、その時々に応じて適切な方法があるこ
とを理解している（知）（思）

・林分調査の種類を理解している（知）
・林分調査法の５方法を目的と役割を理解するとともに、調査目的によりどの方
法が適切か選ぶことができる（知）（思）

・実際に全林毎木法で林分調査がおこなえる（知）（思）
・全林毎木法について、周囲と協力し、安全に効率よく実習に取り組むことがで
きる（知）（思）（態）

３、材積の測定
・立木材積と丸太材積について理解する
・材積の測定について用途により違うことを理解
する
・材積立木の算出方法を理解する
・丸太材積の算出方法を理解する
・実際の立木、丸太で材積計算がをすることが
できるようにする。

４、森林資源の調査（概要）
・毎木調査について理解する

５、森林資源の調査（方法）　　　　　　　　　　　　・
様々な測定方法があることを知り、その時々に
応じて適切な方法があるを理解する

・全林毎木法が実践できるようにその手順を理
解する。

（知）：知識・技術   （思）：思考・判断・表現
（態）：主体的に学習に取り組む態度

・森林の測定と評価が、森林経営をしていくうえで重要な役割を担っていること
を理解している（知）

・直径の測定について理解している（知）（思）

・樹高の測定について理解している（知）（思）
・測定について周囲と協力し、最後まで粘り強く実習に取り組むことができる
（態）


